
樹
木
な

れ
ど
も

、
名

を
附
す

る
に
躊

躇

す

べ
き
な

り
。
此

の
疑
問

は
デ

ウ

イ

ン
ト

が
郊
外

の
寫

生

の
樹

木
を
見

て
、
常

に
起

る
も
の
な

ら
ね

ど
、
氏

は

や

ゝ
も
す
れ
ば
樹

木

の
種
類

の
性
質

を
誤
り

て
研
究

す
る
傾
向

あ
り

し

な

り
。
第

二
は

此
繪

の
空

に
て
、
デ

ウ
イ

ン
ト

の
繪
畫

に
普

通

あ
る
處

の

雲
と
異
り

て
、
英
國

的

美
觀

あ
る
雲
な
り

。
ヂ

ウ
イ

ン
ト
は
如
何
に

す

る

も

、
雲

の
形

層

と
、
風

あ
る
日

和

に
付

き

て
は

、
完
全

な

る
研
究
者

に
あ

ら
ず

。
氏

が

立

派

な
る

ス
ケ
ッ
チ
に

は
、
幾

時

も
幾
時
も

空
を

描

か
ず

に
。
殘

し
置

き

て
、
象
牙
色

の
ク

レ
ス
ウ
イ
ツ

ク
紙
に
滿

足
し

て
描

き

つ

つ
あ
り
し
な

り
。
此

の
點

は
タ

ー
ナ
ー

、
コ
ツ

ク

ス
、

コ
リ

ー
ル
等

趣

を

異

に
せ
り
。
即

ち
英
國

水
彩
畫

の
雲
雀

の
舞

ふ
な

る
天
空

と
異
れ

る
な
り

。

デ

ウ

イ

ン
ト
が
目

を
注

げ

る
處

は
、
英
國

の
土
地

と
豊

饒

の
収

穫

に
て
あ

り
き

。
氏
は
英
國

の
地
面

の
重
み

と
、
薪
鮮
な

る
芳
香
を

傳

ふ
る

こ
と
に

勤

め
け

る
な
り

。
氏
が
有
名
な

る
収
穫

の
景
色
は
實

に
強

壮
な

る
英
國

の

田
畝

の
芳
香

と
生

命

と
が
充
滿

せ
る
な
り

け
り

。

コ
ー

ン
フ
イ

ー
ル

ド
、
ア
イ

ヴ
イ

ン
ク
ホ

ー

の
第

三
に
認
ら
る

ゝ
も
の
は
、

空

の
雲

の

一
種
變

れ

る
に
あ
り

。
其
色

は
濕

潤
あ
る
灰
色

と
滑
か
な

る
眞

珠

の
調
子

に

て
鳶

色

の
調
子
あ
り

。

こ
は

イ

ン
ヂ
ア

ン
レ
ツ

ド

と
他

の
彩

具

を
僅

に
混

え

て
、
化

學
上
の
作
用
を
起

し
て
出
だ

せ
る
も

の
な

り

。
イ

ン
ヂ

ァ

ン
レ
ツ

ド
は
單
獨

に
使

用
す

る
と
き
は

不
朽
な

れ
ど

も

(
鐵

の
酸

化

物
な
り

。
)
混
合

し

て
用
ゆ

る
に
危
険
な

り
。

叉
下
塗

を
し

て
地
面

に
暖

み

を
帯

ば
し
む

る
に
は
危
險

な

る
な

り
。
例

之
ば

「
ク
リ
ケ

タ
ー
ス
」
に

於

て
は
空

の
藍
色

を
腐

蝕
し

て
全
體

が
狐
色
を
呈
し

つ
ゝ
あ

る
な
り

。
さ

れ
ど
か

ゝ
る
色
彩

の
損
傷

の
變

化

あ
る
繪
畫

は
デ
ウ
イ

ン
ト

の
繪
畫

中

に

は
稀

に
見

る
も
の
に

て
、
多
數

の
繪
畫

は
時
日

を
經

る
も
無
事

な

る
な
り

。又

一
方

に

て
は
油
繪

の
或
物
は
劈

痕

の
入
り

て
、
こ

れ
を
修
覆

す
る
に
忙

殺

せ
ら
る
ゝ

程
な

り
。

サ
ウ
ス
ケ

ン
シ
ン
グ
ト

ン
に
あ
る
有
名
な

る

「
コ

ー

ン
フ
イ
ー

ル
ド

」
の
如
き
も
こ

れ

に
洩

れ
ず

、
空

に
圓
形

の
劈

痕

が
處

々
に
顯

は
れ
居

る
な

り
。
宛
ら

ウ
イ

リ
ァ

ム
、
ブ

レ
ー
キ
の

「
エ

ン
シ
エ

ン
ト
、
オ

ブ
、
デ

ー
ス
」
が

一
對
の
丸

に
て
侮

辱

さ
れ

つ
ゝ
あ
る
と
仝
樣

な

り
。
如
斯
な

れ
ば

、
彩
具

の
優
劣

は
措

い
て
、
デ
ウ
イ

ン
ト
の
水
彩
畫

は
時
を
經

る
に
從

て
油
繪

よ
り

は

よ
り

早

く
消
滅
す

べ
し
と
は
批
評

家

の

い
ふ
處

な
り

。

　
　
奈
良
雜

詠

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畔
川

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

初

め
て
奈

良
に
入

る

夏
霞

奈
良

は
生
駒

に
入

る
日

か
な

　

　
兩

師
巳

に
在
り

講
脅
生
九
十
名

と
註

せ
ら

る

秋
暑

き

幾

間

の
人

や
繪

三
昧

　

　

曉

　

　
起

松
落
葉

我

一
人
ゆ
く

東

大
寺

　

　

春

日
社

カ

ナ
カ
ナ

や

な

ぎ

の
林

の
金
燈
籠

　

　

　
丸

山
師

と
歩
む

歩

み

つ
ゝ

小
萩
折

り

つ
ゝ
語
り

つ

ゝ



　
　
　
大
下
師
と
歩
む

春
日
野
や
鹿

の
抜
け
道
薄
紅
葉

　
　
　
若

草

山

畫
を
か
け
ば
見
居
る
女

や
鹿
近
し

　
　
　
大
佛
殿
修
理

人
と
鳩

高
き
足
場

や

秋
の
空

　
　
　
猿
澤
の
池

ち
り
柳

塔
を
仰
い
で
人
立
て
り

　
　
　
三

笠

山

月
代
に
ま
だ
起
き
て
居
る

三

五

人

　
　
　
法
隆
寺
行

劫
掻
き
に
鹿

や
は
居
ら
で
法
隆
寺

　
　
　
奈
良
を
去
る

ゴ
ー
と
響
く

鐘
も
行
水
名
殘

か
な

　
　
　
　
　
紹

　
　
介

ラ

ス
キ

ン
は
曰

へ
り

「
余
輩

は
十
餘

年
間

タ
ー
ナ
ー

と
相

識

つ
た

が
、
彼

れ

こ
そ
は
世

の
罪
惡

を

心
か
ら
悲
し

め
る

一
人
で

あ

つ
て

、
更

に
他

人

の

身

上

や
行
爲

に
就

て
罵

聲
な
ど
放

つ
た

こ
と
な
く

、
又

更

に
彼

の
不
人
情

を
仕

打

や
憤
怒

面
持

を
見
た
事

が
な

い
、
余

は
多
く

の
人
を
知

れ
ど
此

賛

辭
に
値
す

る
は
唯

だ
タ

ー
ナ

ー

一
人
で

あ

る
」
云

々

　

青
年

の
友

八
月
號

に
安

藤
氏

の
『
畫
聖

タ
ー
ナ

ー
』
あ
り

、
畫

を
學
ぶ

人

　

の

一
讀
を
要
す

る
好
文

字
で
あ

つ
て
、
前
記

は

そ
の

一
節

に
過
ぎ

ぬ
。

　
青

年
の
友
は

、
青

年

の
修
養

上
必
讀
す

べ
き
雜

誌
で

あ
る
(
一
部

六
錢
、

　

小

石
川

小
日
向
臺

町

二
丁
目

、
家
庭

の
友
社
發

行

)

◎

ヨ

ボ

記

　

　

　

　

　

薄

田

斬

雲

著

韓

國

の
風
俗
案
内

等
を
畫

き

出
せ
る
書
は
世
間

に
澤
山
あ

る
が
、
此
書

の

如
く
實

景

の
よ
く

現
は
れ

て
ゐ
る

の
は
少

な

い
。
尤

も
こ
れ
は
文
士

の
手

に
な

つ
た

も

の
で

、
内

容
は
著
者

自
身

の
實
驗

か
ら
出

て
ゐ
る

か
ら
讀

ん

で
甚
だ
面

白

い
。
韓

國
の
様

子
を
知
り

た

い
人

、
渡
韓

し
た

い
人

に
此
書

を
御
勸

め
す

る

(
四
六
形

三
〇
五
頁

、
定
價

六
十
錢

、
神

田
表
神

保
町
同

文
館
)

◎

女
學

生
日

記

文
範

　

文
學
士
　

中

村

枯

林

著

い
さ
子

と

い

へ
る
浮

世

の
塵

に

つ
ゆ
染

ま
ぬ
を

と
め
子

の
東

京

遊
學

日
記

に
し
て
、

四
月
出

京

に
始
ま
り

翌
年
三
月

の
試
驗

迄
の
出
來
事

、
感
想

等

を
著

者
獨

特

の
美
は

し
き
筆
を

以

て
誌

さ
れ

た
り

。

い
さ
子

の
優

し
く
女

ら
し

き

う
ち

に
、
毅
然

と
し

て
世

の
浮

華

な
る
風
潮

と
戦

ひ
、
絶

え
ず

光

明
の
希

望
を
持
し

つ

ゝ
修
養

を
積

み
ゆ
く

さ
ま

よ
く
書

か
れ

た
り
。

さ
れ

ば
此
書
は

、
啻

に
日
記

の
文
範

た
る
に
止
ま
ら
で
若

き
女
子

の
身

を
修

む

る

上
に
資
す

る
と
こ
ろ
大
な

る
べ
し
。

成
美

氏
の
挿
畫

ま
た

可
な
り
。

(
三
六
形

美
装
定
價

五
十
錢

、
日

本
橋

本

町
、
金
港

堂

)

◎

國
木
田
獨

歩
　
　
　
　
新

潮
第
九
巻

一
號

と
し

て

發
行

せ
ら
れ
し

も
の
、
獨

歩
氏
知
友

諸

名
士

の
筆

に
な
り

、
氏

に
對

す

る

感
想

、
作

品

の
評
論

、
小
學
校

以
來

の
經

歴

、
及
逸
事
等

を
載

せ
て
殆

と

剰
す
處

な

し
。
獨

歩

の
作

を
喜

ふ
の
人

は
、
此
書

に
よ

つ
て
其

人
と
な
り

を
知

れ
、
而
し

て
其

作
に
對

せ
は
興
味
愈
々

多
か
ら
ん
(
菊
判

二
百
餘

頁

、

價
四
十
五
錢

、
麹

町
土

手
三
番

町
新
潮
社

)


